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The Support of Father Who has Experience that Child was
Hospitalized in NICU
品 川 陽 子 (Yoko Shinagawa)＊ 中 野 綾 美 (Ayami Nakano)＊＊
 
本研究は､ 子どもがNICUに入院した経験をもつ父親の親となる過程を明らかにすることを目的とした｡ 本
稿は､ 父親が親となっていく過程の中で得ていた 『支えとなるもの』 に焦点をあてて報告する｡ 対象者は早
産児かつ極低出生体重児で､ NICUに入院した経験をもつ幼児期の子どもの父親のうち､ 研究への協力が得ら
れた８名である｡ データは半構成面接法により収集し､ 質的帰納的に分析した｡ その結果､ 支えとなるもの
として､ [この世界の‘普通’がわかること] [わが子と自分からあふれ出るもの] [看護師や医師の保護的な
関わり] [家族の存在と実質的支援] [地域社会の理解] の５つのカテゴリーが抽出された｡ 中でも [この世
界の‘普通’がわかること] [わが子と自分からあふれ出るもの] は､ 父親にとって重要な支えであることが
示唆された｡ また､ 入院初期の頃は､ いずれの支えとなるものも得られていない状況であることが明らかに




















































































２ 30代 ２歳 第３子 1000g台 約28週




５ 20代 ５歳 第１子 1100g台 約30週
６ 40代 ２歳１ヶ月 第１子 1400g台 約31週
７ 30代 １歳２ヶ月 第２子 1400g台 約28週
８ 40代 ５歳 第１子 1000g台 約28週
[ ] はカテゴリー名､ ＜ ＞はサブカテゴリー











































































































































































































































例えば､ ｢僕あそこ (NICU) 行くの苦手です
ね‥かみさんは毎日行きよったんですけどね､
かみさんはえらいなーと思って､ 僕はそんな
























































































































はこれを ｢実感｣ と表現していた｡ この ｢実






































































































については､ 議論の余地がある (p78)｣ と述
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